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　ITとグローバリゼーション、この二つの言葉に象徴される経営環境の大変化は企業における生
産と販売のあり方や管理に大きな影響を与えている。しかし、この二つの要因の内容はほぼ万国
共通でありながら、表れ方や影響の意味や程度において各国に共通ではないだろう。先進国と途
上国の違いはいうまでもないが、先進国間においても大きな違いがあるのではないだろうか。
　本研究の主たるねらいは、
①　変化を引き起こす要因は共通であるのに、それへの対処の具体的な内容に違いがあるのでは
　　ないだろうか
②　もし違いがあるとすればその意味をどう考えるべきか
③　それらを探ることによってそれぞれの国の変化の方向を見定めることができるのではないか
である。具体的には、近年の日本とアメリカの人事労務管理の動向を題材にして研究を進めてみ
た。
　2年間の研究機会を与えられた。当初はアメリカ・ミシガン州の自動車工場と労働組合UAWを
再訪し（02～04年の在外研究時に訪問調査をしている）、現地の具体的な人事労務管理の現況を
調査する予定であったが、主として資金的な理由からそれは実現できなかった。その代替として
在外研究時に知り合った現地の研究者や経営者、そして労組幹部らからの協力を得た。
　他方、日本の実情にっいては、トヨタ自動車、トヨタ労組のヒアリングを含めた実地調査、ま
たいくつかのシンポジウムへの参加などを通して有益な情報を得ることができた。
　これらを通して得た研究成果は「近年の人事労務管理の動向一アメリカと日本」として発表し
た（『明治大学社会科学研究所紀要』第47巻第1号、2008年10月）。以下、その概略を記して
おく。
　日米双方とも人事労務管理をフレキシブルなものに変えていく方向で共通している。しかしア
メリカは、全体として、職務中心主義とニューディール型労使関係から脱皮し、「仕事基準から人
基準へ」、これがその方向であった。その実態を賃金制度中心に若干考察したが、「人基準」の賃
金制度（技能・知識給）への変化が若干みられるものの劇的な浸透とはいえない。日本の場合は
ベクトルが逆向きで「人基準から仕事基準へ」の変化である。成果主義がそれであるが、しかし
この日本の改革も必ずしも順調ではない。成果主義賃金も混乱と混迷の中にある。
　こうしてITとグローバリゼーションという二つの波の中で、人事労務のフレキシビリゼーショ
ンという課題は双方の国で取り組まれてはいるが、太平洋を挟む両国とも、それぞれの国の雇用
慣行や労使関係に立脚した安定的な人事制度に向けてなお模索中であるいってよい。
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